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は
じ
め
に

　

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
は
、
日
本
に
お
い
て
太
陽
暦
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
）

が
採
用
さ
れ
て
よ
り
、
一
五
〇
周
年
に
あ
た
る
。
一
年
の
日
数
を
太
陽
年
（
約

三
六
五
・
二
四
二
日
）
に
近
似
さ
せ
る
だ
け
の
太
陽
暦
に
対
し
て
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
十
二
月
二
日
ま
で
行
用
さ
れ
て
き
た
太
陰
太
陽
暦
は
、
太
陽
と

月
の
複
雑
な
運
動
を
毎
年
推
算
し
て
月
の
第
一
日
（
つ
い
た
ち
）
や
閏
月
の
有

無
を
決
め
て
い
く
と
い
う
点
で
、
よ
り
高
度
な
天
文
学
を
必
要
と
す
る
暦
法
で

あ
っ
た
。
特
に
中
国
で
は
、
『
書
経
』
堯
典
に
「
乃
命　
下

羲
和
、
欽
若　
二

昊
天　
一

、

暦　
二

象
日
月
星
辰　
一

、
敬
授　
中

人
時　
上

」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
体
運
行
を
観
測
し
て

暦
を
制
定
す
る
こ
と
が
為
政
者
の
務
め
と
さ
れ
た
の
で
、
古
く
か
ら
天
文
学
が

発
展
し
、
暦
法
（
太
陰
太
陽
暦
）
は
改
廃
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
一
方
、
日
本
で

は
、
江
戸
時
代
に
渋
川
春
海
が
大
和
暦
（
貞
享
暦
）
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
独
自

に
暦
法
を
成
す
こ
と
は
な
く
、
中
国
か
ら
暦
法
を
継
受
し
て
行
用
す
る
、
と
い

う
状
況
が
久
し
く
続
い
た
。
日
本
で
太
陰
太
陽
暦
が
行
用
さ
れ
た
期
間
の
う
ち

の
殆
ど
は
、
中
国
暦
法
で
毎
年
の
暦
が
作
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
で
行
用
さ
れ
た
中
国
暦
法
は
、
元
嘉
暦
、
儀
鳳
暦
（
麟
徳
甲
子
元
暦
）
、

大
衍
暦
（
開
元
大
衍
暦
）
、
五
紀
暦
（
宝
応
五
紀
暦
）
、
宣
明
暦
（
長
慶
宣
明

暦
）
の
五
つ
で
あ
る
が
、
宣
明
暦
が
頒
行
さ
れ
た
の
は
平
安
時
代
、
貞
観
三
年

（
八
六
一
）
の
こ
と
で
あ

（
１
）

り
、
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
貞
享
暦
に
代
わ
る
ま
で

行
用
さ
れ
た
の
で
、
中
国
暦
法
を
新
規
に
採
用
し
て
行
用
さ
せ
た
の
は
、
古
代

ま
で
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

（
２
）

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
日
本
古
代
に
お
け
る
中
国

暦
法
の
継
受
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
実
態
と
特
質
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し

た
い
。

　
　
　
　

一
、
複
数
の
中
国
暦
法
の
併
用

　

日
本
古
代
に
は
、
複
数
の
中
国
暦
法
を
併
用
す
る
、と
い
う
期
間
が
二
度
あ
っ

た
。
一
度
め
は
七
世
紀
末
の
こ
と
で
、
元
嘉
暦
と
儀
鳳
暦
と
の
併
用
、
二
度
め

は
九
世
紀
半
ば
の
こ
と
で
、
大
衍
暦
と
五
紀
暦
と
の
併
用
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

複
数
の
暦
法
を
併
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
例
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。

暦
は
そ
の
王
朝
の
国
家
統
治
を
象
徴
す
る
制
度
の
一
つ
で
あ
り
、
新
規
に
暦
法

を
採
用
す
る
と
き
に
は
、
従
来
の
暦
法
は
廃
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
ま
た
、
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新
暦
法
は
従
来
の
暦
法
よ
り
も
精
度
が
向
上
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
特
段
の

事
情
が
な
い
限
り
、
暦
法
を
併
用
す
る
こ
と
に
利
点
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
二
度
も
複
数
の
中
国
暦
法
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
特
徴
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
下
、

そ
れ
ぞ
れ
の
併
用
に
つ
い
て
経
緯
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　

（
一
）
元
嘉
暦
と
儀
鳳
暦
と
の
併
用

　

一
度
め
の
中
国
暦
法
の
併
用
、
す
な
わ
ち
元
嘉
暦
と
儀
鳳
暦
と
の
併
用
は
、

持
統
天
皇
四
年
（
六
九
〇
）
十
一
月
十
一
日
勅
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
に
は
「
甲
申
、
奉　
レ

勅
、
始
行　
三

元
嘉
暦
与　
二

儀
鳳
暦

（
３
）　

一

」

と
あ
り
、
こ
れ
は
、
日
本
で
初
め
て
暦
法
を
公
式
に
行
用
す
る
こ
と
を
命
じ
た

勅
で
も
あ
る
。
こ
の
勅
の
前
年
、
持
統
天
皇
三
年
六
月
に
は
飛
鳥
浄
御
原
令
が

諸
司
に
班
賜
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
頒
暦
が
制
度
化
さ
れ
た
の
に
と
も
な
っ
て
、

頒
暦
を
計
算
す
る
の
に
用
い
る
べ
き
中
国
暦
法
を
、
こ
の
勅
で
指
定
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

こ
の
と
き
併
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
暦
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
概
観
し
て

お
く
。
元
嘉
暦
は
、
中
国
で
は
南
朝
の
宋
の
元
嘉
二
十
二
年
（
四
四
五
）
か
ら

梁
の
天
監
八
年
（
五
〇
九
）
ま
で
行
用
さ
れ
た
暦
法
で
あ
り
、
『
隋
書
』
百
済

伝
な
ど
に
よ
り
、
百
済
で
も
行
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
六
世
紀
に

は
、
百
済
か
ら
日
本
に
暦
博
士
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
実
情
と
し
て
は
、
日
本

で
も
持
統
天
皇
四
年
以
前
か
ら
元
嘉
暦
は
行
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
推

古
朝
に
は
、
百
済
僧
の
観
勒
が
「
暦
本
」
を
も
た
ら
し
、
陽
胡
史
の
祖
で
あ
る

玉
陳
に
暦
学
を
伝
授
し
た
が
（
『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
十
年
（
六
〇
二
）
十

月
条
）
、
こ
の
と
き
の
「
暦
本
」
も
元
嘉
暦
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
元
嘉

暦
は
併
用
が
指
示
さ
れ
た
時
点
で
成
立
か
ら
二
百
年
以
上
を
経
て
お
り
、
内
容

か
ら
し
て
も
、
章
法
が
成
立
す
る
（
一
九
太
陽
年
を
二
三
五
朔
望
月
と
均
し
い

と
す
る
）
昔
な
が
ら
の
中
国
暦

（
４
）

法
で
あ
っ
た
。
対
し
て
、
儀
鳳
暦
は
、
唐
の
麟

徳
二
年
（
六
六
五
）
よ
り
行
用
さ
れ
て
い
た
現
行
の
中
国
暦
法
で
あ
り
、
天
体

暦
と
し
て
は
元
嘉
暦
よ
り
も
格
段
に
優
れ
た
暦
法
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
朝
廷
と
し
て
は
、
優
秀
な
暦
法
で
あ
る
儀
鳳
暦
を
、
た
だ
ち
に

採
用
し
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
元
嘉
暦
よ
り
も
格
段
に
優
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
元
嘉
暦
よ
り
も
遙
か
に
複
雑
な
計
算
を
必
要
と
す
る
、

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
複
雑
さ
が
顕
著
に
現
れ
る
の
が
、
月
の
第
一
日

（
つ
い
た
ち
）
の
計
算
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
月
の
満
ち
欠
け
の
周
期
は
複

雑
に
変
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
元
嘉
暦
で
は
、
そ
の
周
期
を
平
均
し
て
月

の
第
一
日
を
決
め
て
お
り
、
計
算
は
容
易
で
あ
っ
た
。
対
し
て
、
儀
鳳
暦
で
は
、

月
の
満
ち
欠
け
を
厳
密
に
推
算
し
て
月
の
第
一
日
を
決
め
る
た
め
、
太
陽
と
月

の
運
動
の
遅
速
を
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
遙
か
に
複
雑
な
手
順
に
変
わ
っ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
暦
官
が
儀
鳳
暦
に
習
熟
す
る
ま
で
に
は
、
相
応

の
時
間
を
要
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
元
嘉
暦
と
儀
鳳
暦
と
の
併
用
と
は
、
暦
官
が

儀
鳳
暦
を
自
在
に
操
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
猶
予
期
間
で
あ
っ
た
、
と
見
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
ほ
ど
な
く
、
儀
鳳
暦
を
着
実
に
計
算
で
き
る
体
制

が
整
う
と
、
暦
官
は
元
嘉
暦
を
用
い
る
の
を
や
め
、
儀
鳳
暦
の
み
を
用
い
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

（
５
）

る
。
こ
の
よ
う
に
、
暦
官
が
そ
の
計
算
方
法
を
習

得
し
な
い
限
り
、
中
国
暦
法
を
行
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の

現
実
的
な
対
応
と
し
て
、
い
つ
か
ら
儀
鳳
暦
を
用
い
る
か
と
い
う
判
断
を
現
場

に
委
ね
る
こ
と
に
し
た
の
が
、
持
統
天
皇
四
年
の
勅
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
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（
二
）
大
衍
暦
と
五
紀
暦
と
の
併
用

　

二
度
め
の
中
国
暦
法
の
併
用
、
す
な
わ
ち
大
衍
暦
と
五
紀
暦
と
の
併
用
は
、

文
徳
天
皇
の
天
安
二
年
（
八
五
八
）
か
ら
清
和
天
皇
の
貞
観
三
年
（
八
六
一
）

ま
で
の
、
わ
ず
か
四
年
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
衍
暦
は
、
唐
僧
の
一
行
が
撰

し
た
暦
法
で
、
中
国
で
は
開
元
十
七
年
（
七
二
九
）
か
ら
上
元
二
年
（
七
六
一
）

ま
で
行
用
さ

（
６
）

れ
、
日
本
で
は
淳
仁
天
皇
の
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
か
ら
行

用
さ
れ
て
い
た
。
五
紀
暦
は
、
郭
献
之
が
撰
し
た
暦
法
で
、
中
国
で
は
宝
応
元

年
（
七
六
二
）
か
ら
建
中
四
年
（
七
八
三
）
ま
で
行
用
さ
れ
、
そ
の
間
、
宝
亀

十
一
年
（
七
八
〇
）
に
羽
栗
翼
が
光
仁
天
皇
に
献
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
行
用

に
は
至
ら
ぬ
ま
ま
七
十
年
以
上
を
経
過
し
た
た
め
、
天
安
二
年
の
時
点
で
す
で

に
、
五
紀
暦
も
や
や
古
い
暦
法
と
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
大
衍
暦
と
五
紀
暦

と
の
併
用
は
、
さ
ほ
ど
新
し
く
な
い
中
国
暦
法
ど
う
し
の
併
用
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
両
暦
を
併
用
さ
せ
る
に
至
っ
た
経
緯
は
、
『
日
本
三
代

実
録
』
貞
観
三
年
六
月
十
六
日
己
未
条
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
六
日
己
未
、
始
頒　
二

行
長
慶
宣
明
暦
経　
一

。
先　
レ

是
、
陰
陽
頭
従
五
位
下

兼
行
暦
博
士
大
春
日
朝
臣
真
野
麻
呂
奏
言
、
「
（
中
略
）
高
野
姫
天
皇
天
平

宝
字
七
年
八
月
、
停　
二

儀
鳳
暦　
一

、
用　
二

開
元
大
衍
暦　
一

。
厥
後
、
宝
亀
十
一

年
、
遣
唐
使
録
事
故
従
五
位
下
行
内
薬
正
羽
栗
臣
翼
貢　
二

宝
応
五
紀
暦
経　
一

云
、
『
大
唐
今
停　
二

大
衍
暦　
一

、
唯
用　
二

此
経　
一

。
』
天
応
元
年
、
有

天
応
元
年
、
有　　
レレ

勅
令
勅
令　　
下下

拠拠　　
二二

彼
経
彼
経　　
一一

造造　　
中中

暦
日
暦
日　　
上上

、
無
、
無　　
二二

人
習
学

人
習
学　　
一一

、
不
、
不　　
レレ

得得　　
レレ

伝伝　　
レレ

業
。
猶
用

業
。
猶
用　　
二二

大
衍
暦

大
衍
暦

経経　　
一一

、
已
及

、
已
及　　
二二

百
年
百
年　　
一一

。
真
野
麻
呂
、
去
斉
衡
三
年
、
申

。
真
野
麻
呂
、
去
斉
衡
三
年
、
申　　
三三

請
用
請
用　　
二二

彼
五
紀

彼
五
紀

暦暦　　
一一

。
朝
庭
議
云
、
『
国
家
拠

。
朝
庭
議
云
、
『
国
家
拠　　
二二

大
衍
暦
経

大
衍
暦
経　　
一一

造造　　
二二

暦
日
暦
日　　
一一

尚
矣
。
去

尚
矣
。
去　　
レレ

聖
已
遠
、

聖
已
遠
、

義
貴
義
貴　　
二二

両
存
両
存　　
一一

。
宜
。
宜　　
下下

暫
相
兼
不

暫
相
兼
不　
　
　
　上

レ
上
レ

得得　　
二二

偏
用
偏
用　　
一一

。
』
。
』
貞
観
元
年
、
渤
海
国
大
使

烏
孝
慎
新
貢　
二

長
慶
宣
明
暦
経　
一

云
、
『
是
大
唐
新
用
経
也
。
』
真
野
麻
呂
試

加　
二

覆
勘　
一

、
理
当　
二

固
然　
一

。
（
中
略
）
方
今
、
大
唐
開
元
以
来
、
三
改　
二

暦

術　
一

。
本
朝
天
平
以
降
、
猶
用　
二

一
経　
一

。
静
言　
二

事
理　
一

、
実
不　
レ

可　
レ

然
。
請
、

停　
レ

旧
用　
レ

新
、
欽
若　
二

天
歩　
一

。
」
詔
従　
レ

之
（
７
）

。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
か
つ
て
五
紀
暦
は
天
応
元
年
（
七
八
一
）
の
勅
に
よ
っ
て

採
用
と
な
っ
た
は
ず
が
、
学
ば
れ
る
こ
と
な
く
行
用
も
実
現
せ
ず
、
大
衍
暦
が

そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
き
た
と
い
う
。
そ
こ
で
斉
衡
三
年
（
八
五
六
）
、
暦
博

士
大
春
日
真
野
麻
呂
は
大
衍
暦
を
廃
し
五
紀
暦
を
採
用
す
る
よ
う
に
提
言
し
、

そ
の
可
否
が
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
五
紀
暦
は
大
衍
暦
よ
り
は
新
し
く
、

か
つ
て
行
用
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
改
廃
は
許
可
さ

れ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
は
な
ら
ず
、
「
国
家
拠　
二

大
衍
暦
経　
一

造　
二

暦
日　
一

尚
矣
。
去　
レ

聖
已
遠
、
義
貴　
二

両
存　
一

。
」
と
い
う
理
由
で
、
暦
博
士
は
両

暦
を
併
用
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、「
宜　
下

暫
相
兼
不　
　上

レ

得　
二

偏
用　
一

。」

と
あ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
か
片
方
の
み
を
用
い
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
、
併
用
が

強
制
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
朝
廷
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
問
題
な
く
行
用
で
き
て

い
る
大
衍
暦
を
廃
す
べ
き
理
由
が
見
当
た
ら
ず
、
未
知
の
五
紀
暦
を
採
用
す
る

こ
と
に
利
点
を
見
出
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
専
門
家
で
あ
る
暦

博
士
の
提
言
を
完
全
に
は
無
視
し
得
ず
、
大
衍
暦
と
の
併
用
を
通
じ
て
、
五
紀

暦
を
試
用
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の

朝
廷
に
お
い
て
、
暦
法
を
最
新
の
も
の
に
改
訂
し
よ
う
と
い
う
意
欲
は
す
で
に

低
く
、
む
し
ろ
、
行
用
し
て
久
し
い
暦
法
の
ほ
う
が
信
用
さ
れ
、
尊
重
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
あ
と
、
大
衍
暦
・
五
紀
暦
に

代
わ
っ
た
宣
明
暦
は
、
江
戸
時
代
ま
で
八
百
年
以
上
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
暦
法
を
容
易
に
改
め
よ
う
と
し
な
い
姿
勢
は
、
す
で
に
九
世
紀
の
う
ち

か
ら
醸
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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以
上
、
日
本
で
の
二
度
の
中
国
暦
法
の
併
用
に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
を
検
証

し
て
き
た
。
総
じ
て
、
暦
法
を
併
用
す
る
目
的
は
、
新
し
い
暦
法
が
問
題
な
く

行
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
併
用
と
は
、

毎
年
の
暦
の
作
成
に
支
障
を
来
さ
ぬ
よ
う
暦
法
を
摂
取
す
る
方
策
で
あ
っ
た
、

と
評
価
で
き
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
天
子
と
し
て
頒
賜
す
る
暦
を
作
成
さ
せ
る

に
あ
た
っ
て
、
い
ず
れ
の
暦
法
で
暦
を
計
算
す
る
か
を
陰
陽
寮
（
暦
博
士
）
に

委
ね
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
天
皇
の
時
間
支
配
は
、
緩
や
か
な
も
の

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
中
国
暦
法
を
継
受
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
計
算

方
法
が
暦
博
士
に
了
解
さ
れ
る
ま
で
暦
法
を
改
廃
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
日
本
の
為
政
者
は
、
意
の
ま
ま
に
時
間
を
支
配
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
暦
法
を
行
用
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
要
因
は
、
単
に
中
国
暦
法
が
難
解
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
次
章
で
は
、
何
が
中
国
暦
法
の
継
受

を
よ
り
難
し
く
し
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　

二
、
中
国
暦
法
の
入
手
経
路

　

古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
中
国
暦
法
を
計
算
し
て
毎
年
の
暦
を
作
成
す
る

任
に
あ
た
っ
た
中
務
省
陰
陽
寮
の
職
員
が
、
暦
博
士
で
あ
る
。
と
り
わ
け
古
代

に
お
い
て
は
、
暦
法
を
解
す
る
人
材
は
貴
重
で
あ
り
、
中
国
暦
法
を
遅
滞
な
く

継
受
で
き
る
か
否
か
は
、
と
き
の
暦
博
士
に
懸
か
っ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
暦
博
士
は
、
中
国
暦
法
を
ど
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
で

継
受
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
暦
法
が
い
か
な
る
経
路
で
入
手
さ
れ
て

い
た
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
検
証
し
た
い
。

　

「
正
朔
を
奉
ず
る
」
と
い
う
語
が
あ
る
よ
う
に
、
中
国
皇
帝
は
朝
貢
国
に
暦

を
頒
賜
し
た
が
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
中
国
暦
法
は
、
皇
帝
か
ら
頒
賜
さ
れ

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
元
嘉
暦
は
、
日
本
に
暦
博
士
を
派
遣
し

て
い
た
百
済
を
経
由
し
て
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
の
儀
鳳
暦
は
、
唐
で

は
麟
徳
甲
子
元
暦
で
あ
り
、
名
称
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

新
羅
が
麟
徳
暦
を
改
訂
し
て
儀
鳳
暦
と
命
名
し
た
と
す
る
見
解
が
あ

（
８
）

り
、
従
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
儀
鳳
暦
は
新
羅
を
経
由
し
て
伝
わ
っ
た
も
の

と
推
測
で
き
る
。

　

大
衍
暦
は
、
留
学
生
と
し
て
養
老
元
年
（
七
一
七
）
に
入
唐
し
た
下
道
（
吉

備
）
真
備
が
、
現
地
で
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
真
備
は
、
天
平
七
年
（
七
三
五
）

三
月
に
帰
朝
し
、
翌
月
に
は
「
太
衍
暦
経
一
巻
、
太
衍
暦
立
成
十
二
巻
」
を
聖

武
天
皇
に
献
じ
た
（
『
続
日
本
紀
』
天
平
七
年
四
月
辛
亥

（
９
）

条
）
。
留
学
生
と
い
う

立
場
で
入
手
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
れ
も
恐
ら
く
は
皇
帝
が
頒
賜
し
た

も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

　

五
紀
暦
は
、
宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
に
出
航
し
て
翌
年
帰
着
し
た
遣
唐
使
が

入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。こ
の
と
き
の
遣
唐
使
は
帰
路
に
遭
難
し
、
高
波
に
よ
っ

て
第
一
船
は
破
断
、
副
使
小
野
石
根
（
重
病
の
た
め
渡
唐
を
辞
退
し
た
大
使
佐

伯
今
毛
人
に
代
わ
っ
て
任
務
を
遂
行
）
は
命
を
落
と
し
て
お
り
、
「
宝
応
五
紀

暦
経
」
を
光
仁
天
皇
に
献
じ
た
の
は
、
遣
唐
准
判

（
（1
（

官
羽
栗
翼
で
あ
っ
た
（
前
掲

『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
三
年
六
月
十
六
日
己
未
条
）
。
五
紀
暦
が
難
を
逃
れ
た

の
は
、
第
一
船
以
外
に
搭
載
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　

宣
明
暦
は
、
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
に
来
着
し
た
渤
海
使
が
、
「
是
大
唐
新

用
経
也
」
と
し
て
貢
じ
た
も
の
で
あ
る
（
前
掲
）
。
こ
の
と
き
の
渤
海
使
は
、

文
徳
天
皇
の
諒
闇
の
た
め
入
京
を
許
さ
れ
ず
、
加
賀
国
よ
り
帰
国
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
宣
明
暦
に
関
し
て
、
暦
博
士
が
渤
海
使
か
ら
直
接
情
報
を
得
る
こ
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三
、
中
国
暦
法
の
運
用　

―
夜
蝕
を
例
と
し
て

―

　

中
国
暦
法
を
計
算
し
て
毎
年
の
暦
を
作
成
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
行
用
す
る

暦
法
が
同
一
で
あ
る
限
り
、
中
国
と
日
本
の
暦
は
同
一
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
中
国
暦
法
は
、
日
月
五
惑
星
や
日
蝕
・
月
蝕
な
ど
の
天
文
計
算
を

含
む
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
予
想
も
、
ま
た
同
一
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
日
蝕
予
報
に
お
い
て
、
中
国
と
は
幾
分
異
な
る

運
用
を
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
没
後
に
起
き
る
「
夜
蝕
」
を

予
報
す
る
、
と
い
う
独
特
な
運
用
で
あ

（
（1
（

る
。

　

そ
も
そ
も
日
蝕
は
、
君
主
の
象
徴
で
あ
る
太
陽
が
掩
さ
れ
る
天
変
で
あ
り
、

日
本
で
も
儀
制
令
7
太
陽
虧
条
に
よ
っ
て
、
そ
の
日
は
廃
務
す
る
（
す
べ
て
の

政
務
を
止
め
る
）
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
日
蝕
予
報
は
毎
年
正
月

一
日
に
暦
博
士
か
ら
陰
陽
寮
に
、
蝕
の
八
日
以
前
に
は
陰
陽
寮
か
ら
中
務
省
に

上
申
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
（
『
延
喜
式
』
陰
陽
寮
9
日
蝕
条
）
、
そ
の
後
、

中
務
省
は
太
政
官
に
上
申
し
、
太
政
官
は
諸
司
に
告
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
（
『
延
喜
式
』
太
政
官
42
日
蝕
条
）
。
暦
博
士
が
都
度
作
成
す
る
日
蝕
予
報
は
、

諸
司
を
廃
務
に
し
て
政
務
や
儀
式
を
中
止
さ
せ
て
し
ま
う
た
め
、
政
治
や
社
会

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
古
代
の
あ
る
時
期

に
は
、
暦
博
士
が
夜
蝕
な
る
も
の
を
予
報
し
、
朝
廷
は
そ
の
日
を
廃
務
に
す
る
、

と
い
う
こ
と
が
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
文
献
史
料
と
中
国
暦
法
の
計
算
と
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
初
め
て
、
実
態
を
知
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
文
献
史
料
の
み
か
ら
で

は
分
か
ら
な
い
の
は
、
十
世
紀
ま
で
の
日
蝕
を
記
録
し
た
文
献
史
料
、
す
な
わ

ち
六
国
史
や
『
日
本
紀
略
』
『
扶
桑
略
記
』
な
ど
の
史
書
で
は
、
中
国
の
正
史
に

と
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、『
類
聚
三
代
格
』
元
慶
元
年
（
八
七
七
）

七
月
二
十
二
日
太
政
官
符
に
「
今
検　
二

件
宣
明
経
目
録　
一

、
唯
有　
下

勘　
二

経
術　
一

之

書　
上

、
無　
下

相　
二

副
暦
議　
一

之

（
（1
（

書　
上

。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
に
は
暦
経
の
み
が

伝
わ
り
、
暦
議
や
立
成
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
判
明
す
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
分
か
る
の
は
、
第
一
に
、
暦
博
士
は
中
国
暦
法
に
つ
い
て

「
教
わ
る
」
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、
暦
書
を
頼
り
に
独
学
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
日
本
の
陰
陽
寮
と
唐
の
司
天
台
と
の
間
に
人
的
交
流
が

あ
っ
た
形
跡
は
な
く
、
独
学
で
計
算
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
以
外
に
、
暦
博
士

が
中
国
暦
法
を
習
得
す
る
術
は
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
日
本
に
伝
来
し
た
暦
書
、

す
な
わ
ち
暦
博
士
が
参
照
で
き
た
暦
書
は
、
必
ず
し
も
完
本
で
は
な
く
、
一
部

し
か
入
手
で
き
て
い
な
い
場
合
も
あ
っ
た
、
と
い
う
点
が
指
摘
で
き
る
。
儀
鳳

暦
や
五
紀
暦
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
大
衍
暦
の
場
合
は
、
暦
経
一
巻
・

暦
議
十
巻
・
立
成
十
二
巻
以
下
が
存
し
て
お
り
（
『
類
聚
三
代
格
』
元
慶
元
年

七
月
二
十
二
日
太
政
官
符
）
、
完
本
で
伝
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
宣

明
暦
の
場
合
は
先
述
し
た
よ
う
に
暦
経
の
み
が
伝
わ
り
、
暦
議
や
立
成
を
欠
い

て
い
た
。
計
算
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
暦
経
で
あ
り
、
暦
経
が
あ
れ
ば
一

応
、
暦
を
計
算
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
暦
議
は
理
論
を

解
説
す
る
書
物
、
立
成
は
計
算
に
使
う
数
表
で
あ
り
、
こ
れ
ら
な
し
に
暦
を
計

算
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
容
易
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
暦
博
士
は
、
中
国
暦
法
を
継
受
す
る
に
あ
た
っ
て
、

人
的
交
流
が
な
く
テ
キ
ス
ト
を
独
学
す
る
し
か
な
い
、
か
つ
、
そ
の
テ
キ
ス
ト

も
と
き
に
完
本
で
は
な
く
解
説
や
数
表
を
欠
い
て
い
る
、
と
い
う
二
重
の
障
壁

に
阻
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
影
響
は
、
日
本
で
の
中
国
暦
法
の

運
用
の
特
徴
と
し
て
表
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
章
を
改
め

て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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倣
っ
て
「
日
有
蝕
之
」
と
い
う
定
型
文
を
用
い
る
こ
と
が
殆
ど
で
、
一
つ
一
つ

の
日
蝕
が
ど
の
よ
う
な
様
子
で
あ
っ
た
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
以
上
の
史
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
日
蝕
の
な
か
で
、
日
本
列
島
で

観
測
で
き
た
も
の
は
、
半
数
に
も
満
た
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。

残
り
の
多
く
は
、
日
本
列
島
で
は
観
測
で
き
な
い
日
蝕
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日

蝕
予
報
が
外
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
こ
で
、
「
当
時

ど
の
よ
う
な
日
蝕
予
報
が
出
て
い
た
の
か
」
を
中
国
暦
法
を
計
算
す
る
こ
と
で

推
定
し
て
み
る
と
、
従
来
と
は
異
な
る
見
方
が
可
能
に
な
る
。
以
上
の
史
書
に

記
さ
れ
て
い
る
日
蝕
の
う
ち
七
〇
件
以
上
は
、
日
没
後
に
日
蝕
が
あ
る
と
予
報

さ
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
夜
蝕
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
暦
博
士
は
観
測
で
き

な
い
と
知
り
な
が
ら
、
夜
蝕
予
報
を
出
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
夜
蝕
を
予

報
す
る
と
い
う
運
用
は
、
中
国
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
日
本
で

は
、
こ
の
よ
う
な
運
用
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
が
、
中
国
暦
法
に
お
い
て
日
蝕
が
昼
夜
を

問
わ
ず
に
算
出
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
起
因
す
る
、
日
本
の
暦
博
士
の
誤
解
で

あ
る
。
中
国
暦
法
で
は
、
黄
道
と
白
道
と
の
交
点
の
近
傍
に
て
日
月
が
会
す
る

と
日
蝕
に
な
る
、
と
い
う
発
想
で
日
蝕
の
有
無
を
推
算
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
と
き
日
月
が
地
上
に
あ
る
（
昼
）
か
地
下
に
あ
る
（
夜
）
か
は
、
日
蝕
の

有
無
を
推
算
す
る
段
階
に
お
い
て
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
ひ
と
ま
ず
日
蝕
の
時
刻

を
算
出
し
、
そ
れ
を
日
出
や
日
入
の
時
刻
と
比
較
し
て
、
観
測
で
き
る
も
の
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
、
と
い
う
の
が
日
蝕
を
予
報
す
る
と
き
の
手
続
き
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
夜
の
日
蝕
は
観
測
で
き
な
い
の
で
、
中
国
で
は
当
然
の
こ
と
と

し
て
、
予
報
か
ら
は
除
外
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
あ
ま
り
に
も

当
然
す
ぎ
る
手
続
き
で
あ
っ
た
が
故
に
、
暦
書
に
は
そ
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
日
本
で
は
暦
博
士
が
夜
蝕
に
対
し
て
も
予
報
を

出
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

夜
蝕
は
、
日
蝕
予
報
が
制
度
化
さ
れ
た
当
初
か
ら
予
報
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
し
だ
い
に
貴
族
層
に
も
「
観
測
で
き
な
い
日
蝕
が
あ
る
」
と
い
う

こ
と
で
、
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
長
八
年
（
八
三
一
）
四
月
に

は
、
さ
す
が
に
陰
陽
寮
は
夜
蝕
予
報
が
不
要
で
あ
る
と
気
付
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
夜
蝕
予
報
を
中
止
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
参
議
南
淵
弘
貞
に
必
要
で
あ
る
と

咎
め
ら
れ
、
夜
蝕
予
報
が
再
開
さ
れ
る
、
と
い
う
で
き
ご
と
も
あ
っ
た
（
後
掲

『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
四
月
壬
申
朔
条
）
。
一
方
で
、
日
蝕

廃
務
は
政
事
を
渋
滞
さ
せ
て
し
ま
う
た
め
、
夜
蝕
予
報
を
す
る
こ
と
に
は
疑
問

も
持
た
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
元
慶
元
年
に
は
、
夜
蝕
廃
務
が
必
要
か
否
か
に
つ

い
て
、
陽
成
天
皇
か
ら
学
者
た
ち
に
諮
問
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
学
者
た
ち
が

提
出
し
た
回
答
が
、
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
元
年
四
月
壬
申
朔
条
に
残
さ
れ

て
い
る
（
引
用
史
料
の
改
行
は
筆
者
に
よ
る
）
。

夏
四
月
壬
申
朔
、
夜
丑
一
刻
、
日
有　
レ

蝕
之
。
虧
初
子
三
剋
三
分
。
復
至

寅
二
刻
一
分
。
皇
帝
不　
レ

視　
レ

事
。
百
官
不　
レ

理　
レ

務
、
不　
レ

挙　
二

常
祭　
一

。
先　
レ

是
、

中
務
省
予
奏　
二

陰
陽
寮
所　
レ

言
四
月
朔
夜
、
太
陽
虧
之
事　
一

。
詔
命　
二

明
経
・

紀
伝
・
明
法
等
博
士　
一

、
議　
二

日
蝕
在　
レ

夜
、
廃
務
以
否　
一

。

従
五
位
上
行
大
学
博
士
兼
越
中
守
善
淵
朝
臣
永
貞
・
従
五
位
下
行
助
教
善

従
五
位
上
行
大
学
博
士
兼
越
中
守
善
淵
朝
臣
永
貞
・
従
五
位
下
行
助
教
善

淵
朝
臣
愛
成
・
従
五
位
下
善
淵
朝
臣
広
岑
・
勘
解
由
次
官
従
五
位
下
兼
行

淵
朝
臣
愛
成
・
従
五
位
下
善
淵
朝
臣
広
岑
・
勘
解
由
次
官
従
五
位
下
兼
行

直
講
小
野
朝
臣
当
岑
・
外
従
五
位
下
美
努
連
清
名
等
議
曰
、

直
講
小
野
朝
臣
当
岑
・
外
従
五
位
下
美
努
連
清
名
等
議
曰
、
春
秋
荘
公

十
八
年
穀
梁
伝
曰
、
「
王
三
月
、
日
有　
レ

食
之
。
不　
レ

言　
レ

日
、
不　
レ

言　
レ

朔
、

夜
食
也
。
何
以
知　
二

其
夜
食　
一

。
曰
、
王
者
朝　
レ

日
。
」
范
寗
注
曰
、「
王
制
云
、

『
天
子
玄
冕
、
而
朝　
二

日
於
東
門
之
外　
一

。
』
故
日
始
出
、
而
有　
二

虧
傷
之

処　
一

。
是
以
知　
二

其
夜
食　
一

也
。
何
休
曰
、
『
春
秋
不　
レ

言　
二

月
食
日　
一

者
、
以　
二

日本儒教学会報 八
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当　
下

属　
二

前
月　
一

以
為　
二

晦
食　
一

、
晦
日
廃
務　
上

。
若
食
及
復
在　
二

寅
剋
後　
一

者
、

当　
下

属　
二

来
月　
一

以
為　
二

朔
食　
一

、
朔
日
廃
務　
上

。
且
如
雖　
三

食
在　
二

丑
剋　
一

、
而

虧
傷
之
処
至　
二

寅
若
卯　
一

、
未　
レ

及　
二

全
復　
一

、
則
晦
朔
両
日
並
須　
二

廃
務　
一

。

古
之
与　
レ

今
、
其
事
各
異
。
何
者
、
古
之
暦
家
、
未　
レ

知
下
予
推　
二

日
食　
一

之

術　
上

。
唯
見　
二

虧
傷　
一

、
然
後
知　
レ

食
。
設
有　
二

夜
食　
一

、
不　
レ

由　
レ

得　
レ

知
。
後

代
暦
家
、
以　
レ

推
理
、
予
知　
二

食
否　
一

、
毫
毛
不　
レ

差
。
故
唐
開
元
礼
云
、「
太

陽
虧
、
有
司
予
奏　
二

其
日　
一

、
置　
二

五
穀
五
兵
於
大
社　
一

。
皇
帝
不　
レ

見　
レ

事
。

百
官
各
守　
二

本
司　
一

。
不　
レ

理　
レ

務
。
過　
レ

時
乃
罷
。
」
如　
二

唐
礼
文　
一

、
不　
レ

論　
二

昼
夜　
一

、
有
司
予
奏
。
今
予
知　
二

夜
食　
一

。
豈
得　
二

以　
レ

在　
レ

夜
不　
　一

レ

救　
レ

之
乎
。

早
既
能
救　
レ

之
。
豈
得　
下

准　
二

平
日　
一

挙　
中

政
事　
上

乎
。
然
則
不　
レ

問　
二

昼
夜　
一

、

必
当　
二

廃
務　
一

。

従
五
位
下
守
大
判
事
兼
行
明
法
博
士
櫻
井
田
部
連
貞
相
・
正
六
位
上
行
左

従
五
位
下
守
大
判
事
兼
行
明
法
博
士
櫻
井
田
部
連
貞
相
・
正
六
位
上
行
左

少
史
兼
明
法
博
士
秦
公
直
宗
等
議
曰
、

少
史
兼
明
法
博
士
秦
公
直
宗
等
議
曰
、
儀
制
令
曰
、「
大
陽
虧
、
有
司
予
奏
。

皇
帝
不　
レ

視　
レ

事
。
百
官
各
守　
二

本
司　
一

。
不　
レ

理　
レ

務
、
過　
レ

時
乃
罷
。
」
義
解

云
、
「
不　
レ

視　
レ

事
者
、
不　
レ

聞　
二

政
事　
一

。
過　
レ

時
乃
罷
者
、
仮
令
日
蝕
在　
レ

申

者
、
酉
時
得　
レ

罷
。
是
為　
二

過　
レ

時
罷　
一

也
。
」
公
式
令
曰
、
「
京
官
、
皆
開
門

前
上
、
閇
門
後
下
。
外
官
、
日
出
上
、
午
後
下
。
」
案　
二

此
等
文　
一

、
殊
挙　
二

昼
時　
一

。
不　
レ

遑　
レ

言　
レ

夜
、
為　
下

其
依　
二

夜
蝕　
一

不　
　上

レ

可　
二

廃
務　
一

故
也
。
今
大

陽
隠
去
、
夜
漏
既
致
臻
。
昼
夜
異　
レ

名
、
為　
レ

政
有　
レ

時
。
而
依　
二

夜
蝕　
一

廃　
二

昼
政　
一

、
其
文
未　
レ

明
焉
。

問　
二

暦
博
士
、
日
夜
食
之
時
有
司
予
可　
レ

奏
以
否　
一

。
陰
陽
頭
従
五
位
下
兼

行
暦
博
士
越
前
権
大
掾
家
原
朝
臣
郷
好
・
外
従
五
位
下
行
陰
陽
権
助
弓
削

連
是
雄
等
言
、
天
長
八
年
四
月
一
日
夜
、
日
有　
レ

蝕
之
。
有
司
予
不　
レ

奏
。

朝
廷
問　
二

其
由　
一

。
暦
博
士
外
従
五
位
下
刀
岐
直
浄
浜
言
、「
陰
陽
寮
壁
書
云
、

夜
蝕
不　
レ

奏
。
故
予
不　
レ

奏
」
。
参
議
従
三
位
行
刑
部
卿
兼
下
野
守
南
淵
朝

其
無　

　一
レ

形
、
故
闕　
レ

疑
。
夜
食
、
何
縁
書
乎
。
』
鄭
君
釈　
レ

之
曰
、
『
一
日
一

夜
、
合
為　
二

一
日　
一

。
今
朔
日
、
日
始
出
、
其
食
有　
二

虧
傷
之
処　
一

未　
レ

復
。
故

知
、
此
日
以　
レ

夜
食
。
夜
食
則
亦
属　
二

前
月
之
晦　
一

。
故
穀
梁
子
不　
レ

為　
レ

疑
。』」

疏
曰
、「
天
子
朝　
二

日
於
東
門
之
外　
一

、
服　
二

玄
冕　
一

。
其
諸
侯
則
玉
藻
云
、『
皮

弁
以
聴　
二

朔
於
大
廟　
一

。
』
与　
二

天
子
礼　
一

異
也
。
其
礼
雖　
レ

異
、
皆
早
旦
行
事
。

而
昨
夜
有　
レ

食
、
虧
傷
之
処
尚
存
。
故
知　
二

夜
食　
一

也
。
徐
邈
云
、
『
夜
食
則

星
无　
レ

光
。
』
張
靖
策
廃
疾
云
、
『
立　
二

八
尺
之
木　
一

、
不　
レ

見　
二

其
影　
一

。
』
並

与　
二

范
意　
一

異
。
」
拠　
二

此
文　
一

、
夜
食
在　
二

前
月
晦　
一

。
則
今
月
朔
、
不　
レ

可　
二

廃
務　
一

。
故
有　
二

天
子
朝　
レ

日
之
礼　
一

。
又
記
曰
、「
曾
子
問
曰
、
諸
侯
旅　
二

見
天

子　
一

、
入　
レ

門
不　
レ

得　
レ

終　
レ

礼
、
而
廃
者
幾
。
孔
子
曰
、
大
廟
火
・
日
食
・
后
之

喪
・
雨
霑　
レ

服
失　
レ

容
、
則
廃
。
如
諸
侯
皆
在
而
日
食
、
則
従　
二

天
子　
一

救　
レ

日
。

各
以　
二

其
方
色　
一

、
興　
二

其
兵　
一

。
」
注
曰
、「
示　
レ

奉　
二

時
事　
一

、
有　
レ

所　
レ

討
也
。

方
色
者
、
東
方
衣
青
、
南
方
衣
赤
、
西
方
衣
白
、
北
方
衣
黒
。
」
拠　
二

此

文　
一

、
行　
レ

礼
之
間
、
太
陽
有　
レ

虧
、
不　
レ

得　
レ

卒　
レ

事
、
中
途
廃
止
。
但
此
間

之
法
、
有
司
預
奏
、
与　
二

古
礼
意　
一

頗
不　
二

相
同　
一

。
夫
薄
蝕
者
、
国
家
之
大

忌
也
。
経
典
所　
レ

記
、
不　
レ

別　
二

昼
夜　
一

。
以　
レ

此
尋　
レ

之
、
雖　
二

是
夜
蝕　
一

、
猶

合　
二

廃
務　
一

。

文
章
博
士
従
五
位
下
兼
行
大
内
記
越
前
権
介
都
宿
禰
良
香
議
曰
、

文
章
博
士
従
五
位
下
兼
行
大
内
記
越
前
権
介
都
宿
禰
良
香
議
曰
、
案　
二

経

伝
諸
史　
一

、
太
陽
虧
損
、
君
避　
レ

殿
移　
レ

時
、
百
官
廃
務
、
自
有　
二

明
文　
一

。

不　
レ

煩　
二

更
載　
一

。
此
謂　
二

昼
日
之
食　
一

也
。
至　
二

于
夜
食
虧
傷
之
理　
一

、
不　
レ

見　
二

避　
レ

殿
廃
務
之
義　
一

。
但
春
秋
穀
梁
伝
、「
荘
公
十
八
年
春
王
三
月
、
日
有　
レ

食

之
。
不　
レ

言　
レ

日
、
不　
レ

言　
レ

朔
、
夜
食
也
」
。
鄭
君
釈
曰
、
「
一
日
一
夜
、
合

為　
二

一
日　
一

。
今
朔
日
、
日
始
出
、
其
食
有　
二

虧
傷
之
処　
一

未　
レ

復
。
故
知
、

此
日
以　
レ

夜
食
。
夜
食
則
亦
属　
二

前
月
之
晦　
一

。
」
謹
案
、
一
日
一
夜
。
合

為　
二

一
日　
一

。
其
食
有　
二

虧
傷
之
処　
一

。
然
則
若
食
及
復
在　
二

丑
剋
前　
一

食
者
、

シンポジウム　日本における中国暦法の継受
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臣
弘
貞
仰　
二

陰
陽
寮　
一

云
、
「
国
家
急
務
、
何
待　
二

明
朝　
一

。
雖　
二

当　
レ

夜
食　
一

、

不　
レ

可　
レ

不　
レ

奏
。
」
謹
案
、
凡
日
月
蝕
者
、
是
陰
陽
虧
敗
之
象
也
。
故
日
蝕

修　
レ

徳
、
月
蝕
修　
レ

刑
。
経
典
所　
レ

言
、
日
食
之
可　
レ

慎
。
不　
レ

論　
二

昼
夜
之

有　
　一

レ

別
。
又
壁
書
所　
レ

記
不　
レ

見　
レ

所　
レ

拠
。
寮
式
亦
无 

二

此
文　
一

。
然
則
天
長

八
年
以
往
之
例
、
事
渉　
二

疎
漏　
一

。
理
不　
レ

可　
レ

然
。
是
以
頃
年
、
夜
蝕
預

申　
二

送
中
務
省　
一

。
行
来
漸
久
。
如　
レ

有　
二

成

（
（1
（

式　
一

。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
を
整
理
し
よ
う
。
明
経
博
士
ら
は
、
『
春
秋
穀
梁
伝
注
疏
』

を
典
拠
と
し
て
、
夜
蝕
は
前
月
晦
日
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
ま
た
『
礼

記
』
に
は
日
蝕
が
あ
る
と
儀
礼
を
中
止
す
る
と
あ
る
が
、
そ
こ
で
昼
夜
は
区
別

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
推
し
て
、
夜
蝕
で
も
（
前
月
晦
日
に
）
廃
務
す
べ
き
で

あ
る
、
と
回
答
し
た
。
文
章
博
士
は
、
日
蝕
廃
務
は
昼
を
想
定
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
夜
蝕
廃
務
に
は
根
拠
が
見
当
た
ら
な
い
と
し
つ
つ
も
、
現
在
で
は
推

算
に
よ
り
夜
蝕
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
夜
蝕
で
も
廃
務
す
べ
き
で
あ
る
、

と
回
答
し
た
。
明
法
博
士
ら
は
、
法
制
史
料
を
引
用
し
て
、
儀
制
令
が
規
定
す

る
日
蝕
廃
務
は
昼
の
み
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
、
夜
蝕
廃
務
に
は
根
拠

が
な
く
、
必
要
の
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
回
答
し
た
。
こ
の
よ
う
に
回
答
は
三

者
三
様
で
あ
っ
た
が
、
朝
廷
で
は
夜
蝕
廃
務
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至

り
、
以
降
も
夜
蝕
廃
務
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
あ
と
延

喜
十
八
年
（
九
一
八
）
十
二
月
に
は
、
暦
博
士
葛
木
宗
公
か
ら
の
提
案
で
あ
っ

け
な
く
夜
蝕
予
報
・
廃
務
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
『
西
宮
記
』
所
引
延

喜
十
八
年
十
二
月
二
十
九
日
宣
旨
）
。

　

学
者
た
ち
の
回
答
を
読
む
と
、
夜
蝕
廃
務
は
、
経
書
に
典
拠
の
あ
る
儀
礼
で

あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
た
し
か
に
、
学
者
た
ち
が
引
用
す
る
『
春

秋
穀
梁
伝
』
に
は
「
夜
食
」
の
語
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
用
法
は
、

元
慶
元
年
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
夜
蝕
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
春

秋
穀
梁
伝
』
は
、
荘
公
十
八
年
三
月
の
日
蝕
に
つ
い
て
、
日
の
干
支
と
朔
の
字

が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
「
夜
食
」
で
あ
っ
た
と
し
、
「
夜
食
」
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
王
者
は
朝
日
を
迎
え
る
か
ら
で
あ
る
、
と
解
す
る
。
こ
の
文

脈
か
ら
す
る
と
、
「
王
者
」
は
（
推
算
で
は
な
く
）
目
視
で
日
蝕
を
発
見
し
て

い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
い
う
「
夜
食
」
と
は
、
太
陽
が
欠

け
た
ま
ま
昇
る
も
の
（
日
出
帯
蝕
）
で
あ
っ
て
、
元
慶
元
年
に
話
題
と
な
っ
て

い
る
一
切
観
測
で
き
な
い
「
夜
蝕
」
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で

日
本
の
学
者
た
ち
は
経
書
を
援
用
し
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
や

は
り
夜
蝕
廃
務
に
は
明
瞭
な
典
拠
な
ど
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
日
本
で
は
暦
博
士
が
中
国
暦
法
を
独
学
で
運
用
し
た
こ
と
で
、
夜
蝕

予
報
が
登
場
し
、
九
世
紀
に
は
貴
族
た
ち
も
夜
蝕
予
報
を
必
要
な
も
の
と
認
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
事
例
を
紹
介
し
た
。
中
国
で
は
、
暦
法
の
撰
者

と
暦
官
（
暦
法
を
計
算
す
る
者
）
は
同
一
で
あ
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
り
、
後
進

に
対
し
て
は
暦
官
が
直
接
指
導
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
暦
法
を
誤
解
し
て
運
用

す
る
、
と
い
っ
た
事
態
は
起
こ
り
に
く
い
。
一
方
で
、
テ
キ
ス
ト
を
独
学
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
日
本
の
暦
博
士
は
、
中
国
で
の
常
識
な
ど
知
る
由
も
な
く
、

夜
蝕
な
る
も
の
を
創
り
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

日
本
で
は
近
世
ま
で
、
独
自
に
暦
法
を
成
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
為
政
者
は

中
国
暦
法
を
継
受
せ
ざ
る
を
得
ず
、
暦
官
が
計
算
方
法
を
解
す
る
ま
で
暦
法
を

行
用
で
き
な
い
と
い
う
制
約
も
加
わ
り
、
任
意
の
時
期
に
暦
法
を
改
め
る
こ
と

な
ど
到
底
不
可
能
で
あ
っ
た
。
自
由
に
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
暦
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書
紀
』
ま
で
（
持
統
天
皇
十
一
年
（
六
九
七
）
八
月
朔
ま
で
）
は
元
嘉
暦
で
、
『
続

日
本
紀
』
か
ら
（
文
武
天
皇
元
年
（
六
九
七
）
八
月
朔
か
ら
）
は
儀
鳳
暦
で
、
日

の
干
支
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
儀
鳳
暦
の
み
を
行
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に

関
す
る
私
見
は
、
拙
稿
「
日
本
古
代
に
お
け
る
暦
法
の
施
行
と
運
用
」（
『
日
本
歴
史
』

八
五
二
、
二
〇
一
九
年
）
で
論
じ
た
。

（
６
）　

唐
粛
宗
の
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
以
降
は
至
徳
暦
に
代
わ
っ
て
い
た
が
（
『
新
唐

書
』
）
、
至
徳
暦
は
大
衍
暦
を
わ
ず
か
に
修
訂
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、

独
立
し
た
暦
法
と
し
て
は
扱
わ
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
こ
こ
で
も
大
衍
暦
を
行
用

し
た
期
間
に
含
め
た
。

（
７
）　

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
三
代
実
録
』
七
六
～
七
七
頁
。

（
８
）　

竹
迫
忍
「
中
国
古
代
星
図
の
年
代
推
定
の
研
究
」
（
『
数
学
史
研
究
』
二
二
八
、

　
　

二
〇
一
七
年
）
一
九
頁
。
氏
は
、
麟
徳
暦
の
最
初
の
行
に
「
麟
徳
暦　

麟
徳
元
年

甲
子
、
距
上
元
積
二
十
六
万
九
千
八
百
八
十
算
」
と
あ
っ
た
の
を
、
新
羅
が
「
儀

鳳
暦　

儀
鳳
元
年
丙
子
、
距
上
元
積
二
十
六
万
九
千
八
百
九
十
二
算
」
と
改
め
た

と
推
定
す
る
。

（
９
）　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀　

二
』
二
八
八
頁
。

（
10
）　

前
掲
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
三
年
六
月
十
六
日
己
未
条
で
は
「
遣
唐
使
録
事
」

と
あ
る
が
、
羽
栗
翼
は
遣
唐
録
事
と
な
っ
た
二
か
月
後
、
宝
亀
六
年
八
月
に
遣
唐

准
判
官
に
昇
任
し
て
い
る
た
め
、
「
遣
唐
使
録
事
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

（
11
）　

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
類
聚
三
代
格
』
五
三
六
頁
。
こ
の
太
政
官
符
は
、
陰
陽

頭
兼
暦
博
士
家
原
郷
好
が
「
宣
明
暦
は
暦
議
や
立
成
を
欠
い
て
い
る
の
で
大
衍
暦

の
も
の
で
代
用
さ
せ
て
欲
し
い
」
と
請
う
て
き
た
の
を
許
可
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
12
）　

夜
蝕
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
本
古
代
に
お
け
る
夜
蝕
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』

四
二
六
、
二
〇
二
一
年
）
に
て
詳
論
し
て
い
る
の
で
、
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
13
）　

渡
邊
敏
夫
『
日
本
・
朝
鮮
・
中
国　

日
食
月
食
宝
典
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
九

年
）
。

（
14
）　

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
三
代
実
録
』
三
九
九
～
四
〇
一
頁
。

の
権
威
の
象
徴
と
し
て
の
側
面
は
、
後
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
日
本
で
は
、
暦
博
士
が
中
国
暦
法
を
独
学
で
読
解
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

が
故
に
、
夜
蝕
を
予
報
す
る
と
い
う
独
特
の
慣
習
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
な
ぜ
必
要
な
の
か
と
い
う
理
屈
が
な
い
ま
ま
に
、
夜
蝕
予
報
は
百
年
以
上

も
続
き
、
む
し
ろ
必
要
性
が
議
論
と
な
っ
て
明
確
化
さ
れ
て
か
ら
は
、
四
十
年

余
り
で
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、
暦
の
理
念
や
正
し
さ
よ

り
も
、
朝
廷
や
貴
族
に
と
っ
て
の
実
用
性
、
利
便
性
が
先
行
し
て
運
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
、
日
本
に
お
け
る
中
国
暦
法
の
継
受
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

　

注

（
１
）　

新
規
に
採
用
さ
れ
た
暦
法
を
計
算
し
て
暦
が
作
成
さ
れ
る
の
は
、
原
則
、
翌
年

の
暦
か
ら
で
あ
る
。
宣
明
暦
の
場
合
、
貞
観
三
年
六
月
十
六
日
に
頒
行
（
採
用
）

さ
れ
て
い
る
の
で
（
『
日
本
三
代
実
録
』
）
、
宣
明
暦
で
計
算
さ
れ
た
の
は
貞
観
四
年

の
暦
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
暦
法
が
行
用
さ
れ
た
期
間
を
示
す
と
き

に
は
、
そ
の
年
の
暦
が
当
該
の
暦
法
で
作
成
さ
れ
た
期
間
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

（
２
）　

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
三
月
に
は
、
宣
明
暦
を
廃
し
て
明
の
大
統
暦
を
行
用

さ
せ
る
詔
が
下
さ
れ
て
い
る
が
、
同
年
十
月
に
は
、
大
統
暦
を
廃
し
て
貞
享
暦
を

行
用
さ
せ
る
詔
が
下
さ
れ
た
の
で
、
結
果
と
し
て
大
統
暦
は
行
用
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。

（
３
）　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀　

下
』
五
〇
七
頁
。

（
４
）　

章
法
（
メ
ト
ン
周
期
）
は
、
観
測
精
度
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
厳
密
に
は
成
り
立

た
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
北
涼
の
玄
始
暦
（
四
一
二
～
五
二
二
）
に
お
い

て
放
棄
さ
れ
た
。

（
５
）　

い
つ
か
ら
儀
鳳
暦
の
み
を
行
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

七
世
紀
の
う
ち
に
移
行
が
完
了
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。
史
書
で
は
、
『
日
本
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